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【考察・評価】 

 

・全体的な評価としては以前の特殊浴槽より十分なメリットがあり、寝台の広さもあり利

用者様への皮膚トラブルの軽減、リスク管理も十分できるようになった。機能面も向上

し、利便性が上がっているが注意する点もいくつかあり、慣れるまでに多少時間はかか

ると思われる。以前よりも２０～３０分程度の時間短縮にも繋がった。 

 

・利用者様の中には初めは不安感を持たれる方もおられたが、次第に安全面をご理解いた

だいた事で入浴に対しての喜びを感じていただけた事が一番の評価だと感じた。 

 

 

【今後の課題】 

 

・シャワーを２つ同時に使用する際の温度変化があった為、使用する前に職員が温度を確認 

し利用者様の皮膚のやけどなどの皮膚トラブルなどのアクシデントに気をつける事。 

 

・新たな機能に対して取り扱い説明書を充分に熟読し注意事項の内容を各職員 1 人 

1 人が把握・認識し実施する。 

 


